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現
況
調
査
ま
と
ま
る

乳
牛
総
頭
数
は
１
４
，２
１
１
頭

　

令
和
６
年
８
月
１
日
現
在
で
の
現
況
調
査
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
戸
数
・
頭
数

　

乳
牛
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
は
（
表
１
）
の
と

お
り
１
４
８
戸
、１
４
，２
１
１
頭
と
前
年
８
月
に

比
べ
戸
数
で
は
10
戸
、
頭
数
で
は
18
頭
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
品
種
別
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
は

１
２
，６
４
７
頭
（
70
頭
減
）、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

他
は
１
，５
６
４
頭
（
52
頭
増
）
で
し
た
。

　

飼
養
戸
数
の
内
訳
は
、（
表
２
）
の
と
お
り
関

係
機
関
を
除
く
搾
乳
農
家
が
１
４
５
戸
、
育
成
農

家
３
戸
、
関
係
機
関
４
戸
で
す
。
ま
た
、
肉
用
牛

飼
養
農
家
は
40
戸
で
し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
は
１
０
，６
８
５
頭
（
７
頭
増
）、

育
成
牛
頭
数
は
３
，５
２
６
頭
（
25
頭
減
）。
搾
乳

農
家
１
戸
当
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
96
・
０
頭

（
５
・
９
頭
増
）、
平
均
経
産
牛
頭
数
は
72
・
２
頭

（
４
・
６
頭
増
）。
育
成
牛
率
は
24
・
８
％
と
な
り

ま
し
た
。

☆
各
地
区
の
飼
養
状
況

　

乳
牛
飼
養
総
頭
数
を
地
区
ご
と
に
見
る
と
（
表

１
）
西
大
寺
地
区
が
８
頭
減
、
備
南
地
区
が
83
頭

増
、
び
ほ
く
地
区
が
81
頭
減
、
勝
英
地
区
が
48
頭

減
、
津
山
地
区
が
93
頭
減
、
真
庭
地
区
が
１
２
９

頭
増
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
で
は
18
頭
の
減
少
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
牛
率
で
全
体
の
平
均
よ
り
高
い
地

区
は
真
庭
、西
大
寺
、津
山
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
飼
養
頭
数
別
の
酪
農
家
戸
数

　
（
表
３
）
の
飼
養
頭
数
別
酪
農
家
戸
数
を
み
ま

す
と
30
頭
未
満
の
飼
養
農
家
は
40
戸
（
26
・
３
％
）、

30
頭
か
ら
49
頭
の
飼
養
農
家
は
37
戸
（
24
・
３
％
）、

50
頭
か
ら
79
頭
の
飼
養
農
家
は
37
戸
（
24
・
３
％
）、

80
頭
か
ら
１
４
９
頭
の
飼
養
農
家
は
23
戸
（
15
・

１
％
）、
１
５
０
頭
か
ら
４
９
９
頭
の
飼
養
農
家

は
12
戸
（
７
・
９
％
）、
５
０
０
頭
以
上
の
飼
養
農

家
３
戸
（
２
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
哺
育
素
牛
・
肥
育
・

和
牛
繁
殖
関
係
の
頭
数

　

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は

８
，８
９
３
頭
で
す
。
う
ち
哺
育
農
家
、
肥
育
農

家
、
和
牛
繁
殖
農
家
の
飼
養
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
・
Ｆ
１
・
和
牛
等
の
頭
数
は
７
，３
３
８
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
の
飼
養
す
る
和
牛
・
Ｆ
１
等
の

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は
１
，

５
５
５
頭
で
す
。

☆
飼
料
作
付
面
積

　

自
給
飼
料
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

２
，０
８
６
ha
、
ス
ー
ダ
ン
・
ソ
ル
ゴ
ー
、
と
う

も
ろ
こ
し
、
そ
の
他
の
順
で
し
た
。（生

産
支
援
課
）

乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和６年８月１日現在

西 大 寺 備　　南 び ほ く 勝　　英 津　　山 真　　庭 おからく合計

乳 牛 飼 養 戸 数
（対前年増減）

22 22 17 24 27 36 148 
（−3） （−1） （−3） （−5） （−9） （0） （−10）

乳 牛 総 頭 数
（対前年増減）

1,005 6,156 1,021 1,800 1,522 2,707 14,211 
（−8） （83） （−81） （−48） （−93） （129） （−18）

経 産 牛 頭 数
（対前年増減）

689 4,839 827 1,425 1,061 1,844 10,685 
（15） （80） （−38） （−95） （−26） （71） （7）

経 産 牛 頭 数 の
占 め る 割 合（ ％） 6.4% 45.3% 7.7% 13.3% 9.9% 17.3%

経 産 牛 率（ ％） 68.6% 78.6% 81.0% 79.2% 69.7% 68.1% 75.2%

育 成 牛 率（ ％） 31.4% 21.4% 19.0% 20.8% 30.3% 31.9% 24.8%

ホ ル ス タ イ ン 種 994 6,145 1,020 1,800 1,522 1,166 12,647 

ジ ャ ー ジ ー 種 他 11 11 1 0 0 1,541 1,564 

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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おからく現況調査総括表（表２）
令和６年８月１日現在

西大寺 備　南 びほく 勝　英 津　山 真　庭 おからく合計

酪 農 家 戸 数
搾乳農家 21 22 17 24 26 35 145 
育成農家 1 0 0 0 0 2 3 
合　　計 22 22 17 24 26 37 148 

関係機関戸数
搾乳農家 1 1 1 3 
育成農家 1 1 
合　　計 1 0 0 0 1 2 4 

酪 農 場 総 数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 22 22 17 24 27 36 148 
育成農家 1 0 0 0 0 3 4 
合　　計 23 22 17 24 27 39 152 

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 4 6 4 9 14 3 40 
総農家戸数（関係機関を含む） 27 28 21 33 41 42 192 

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 80 263 58 122 107 77 707 
６〜24ヶ月 237 838 138 253 354 266 2,086 
24ヶ月以上 677 5,044 824 1,425 1,061 823 9,854 

合　計 994 6,145 1,020 1,800 1,522 1,166 12,647 
うち経産牛頭数 679 4,834 827 1,425 1,061 792 9,618 

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 1 4 0 0 0 99 104 
６〜24ヶ月 0 1 0 0 0 319 320 
24ヶ月以上 10 6 1 0 0 1,123 1,140 

合　計 11 11 1 0 0 1,541 1,564 
うち経産牛頭数 10 5 0 0 0 1,052 1,067 

乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 1,005 6,156 1,021 1,800 1,522 2,707 14,211 
経 産 牛 頭 数 689 4,839 827 1,425 1,061 1,844 10,685 
乳用牛１戸当たり飼養頭数 45.7 279.8 60.1 75.0 56.4 75.2 96.0 
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 31.3 220.0 48.6 59.4 39.3 51.2 72.2 

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。

地区別酪農家戸数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和６年８月１日現在

平均
年齢

飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数
1〜9 10〜19 20〜29 30〜39 40〜49 50〜59 60〜79 80〜99 100〜149 150〜249 250〜499 500〜999 1000〜 計

西大寺 67.6 2 3 3 7 1 3 2 0 2 0 0 0 0 23

備　南 54.8 0 2 0 2 5 1 1 1 2 4 1 2 1 22

びほく 60.5 1 0 9 3 0 1 0 0 1 0 2 0 0 17

勝　英 55.0 0 0 5 3 4 3 2 2 3 1 1 0 0 24

津　山 58.7 0 4 3 4 2 4 4 3 2 1 0 0 0 27

真　庭 55.8 2 3 3 3 3 6 10 1 6 2 0 0 0 39

合　　計 57.1 5 12 23 22 15 18 19 7 16 8 4 2 1 152
※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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　令和６年６月１日より全酪連大阪支所購買畜産課の畜産担当として、中四国事務所（鏡野町）駐在と
して赴任しました牛島隆一です。過去、平成25年８月～29年７月まで４年間岡山県北部地区の担当をし
ておりました。約７年ぶりに岡山県に戻ってきました。購買担当としてのキャリアはありますが、畜産
担当としては初めての経験となります。できるだけ早く慣れて、組合員の皆様に貢献できるよう励んで
まいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。
　さて、世の中の進歩に伴い畜産担当者の仕事も７年前に比べ、とても進歩していました。例として、
北海道への販売預託事業で若齢牛販売預託事業が追加され、若い月齢での預託が実現されております。
また、牛の野帳も手書きからデジタルツールでの登録になり、スマホの写真での登録となっております。
牛群検定におきましても、検証内容が赤ペンコメントで適切なコメントが掲載されるようになっていた
りと、こちらも大きな進歩をとげていました。
　今回は、この夏をなんとか乗り越えてはいるが、乳量・乳質等で経済的損失を生み出している牛を効
率的に選定する方法について情報提供いたします。
　手法としましては、牛群検定（検定成績表・個体累計成績）データから抽出して、候補牛選定し牛を
確認して、どのタイミングで肉牛転売し、新たな精鋭群と入れ替えるかという流れになります。
　これから、10個の項目を掲げますが、重なる項目が多い牛ほど、“経済的廃用候補牛”となります。
「経済的廃用候補牛選定」ステップ
＊この選定事例数値は生産者個々の農場で変わります。参考数値として確認ください。
①乳飼比から赤字牛（粗利益マイナス）の選定
　（税別・粗利益）事例
　・生乳㎏単価　　　　 130円
　・１頭当たり飼料代　2,200円
　　　１頭当たり飼料代÷生乳㎏単価
　＊上記例では、乳量が16.9㎏以下だと粗利益赤字となります。
②分娩目標間隔の設定
　現在の分娩間隔より発情周期１周り（約20日間）の短縮の目標を設定します。
　　例：分娩間隔440日ならば420日を目標へ
　　　・目標分娩間隔　420日（14ヶ月間）
　　　・乾乳日数　　　 60日（２ケ月間）
　　　・搾乳日数（分娩間隔−乾乳日数）360日
　　　・空胎日数（分娩間隔−279日） 　141日
　　　・搾乳日数（搾乳日数÷２）　　　180日
　＊事例農家では、空胎日数141日以内に種が止っていない牛は目標分娩間隔をオーバーします。
　　平均搾乳日数180日以内に妊娠鑑定を行い、種が止っていれば概ね目標達成に向かっています。
　　目標分娩間隔420日の泌乳期経済的影響を参照（図１）
③牛群検定（検定成績表・個体累計成績）データより「305日実量または期待量」欄の下位10％以内の

牛を選定します。
　＊305日乳量の下位10％を淘汰すると経営の効率が向上する傾向があります。
④牛群検定（検定成績表・個体累計成績）データの「牛評」にて乳量評価の低い牛を選定します。
　合わせて遺伝的乳量評価との差異も確認します。
　＊乳量評価は全頭数を１～10ランクで評価されています。高いほど乳量が高いです。
⑤「高体細胞の回数」の多い牛を選定します。

　検定成績表（個体検定日成績）で体細胞リニアスコア５以上（28万３千個以上）の回数を記載して
います。よって数が多いほど乳房炎リスクが高い牛で慢性化していると思われます。

　＊牛群検定（検定成績表・個体累計成績）からの検証を参照（図２）

「経済的廃用候補牛選定」基準について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　購買畜産課（中四国事務所駐在）　牛島　隆一
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（引用：ホクレン指定団体情報NO.２８０ 「経営面を考慮した淘汰牛の考え方」菊地実　酪農技術顧問）
　選定項目⑥からは農場で牛を確認します。

図１

図２

目標分娩間隔 420日の泌乳期経済的影響(小林牧場版)

-60 -21 分娩 21 50 100 141 180 200 360 420

受精 121日＝空胎日数

分娩間隔 420日－279日

分娩間隔 420日の牛は

141日で全て受精している。

平均搾乳日数 180日

搾乳期間 360日÷2

平均搾乳日数日までに受

胎してない牛は泌乳後期

期間を増やし、経営にマ

イナスをもたらす。

搾乳期間 360日

分娩間隔 420日－乾乳期間 60日

収入を稼ぐ期間

移行期

疾病多く死亡リスクが一番高い

管理見落とし・対応遅れは

搾乳期間のトータル乳量を下げる

乾乳期

この期間の飼養管

理が次乳期

成功のカギ

泌乳前期

この時期の乳量が高い。

乳飼比に貢献

移行期管理を失敗すると利益が出ない。

泌乳中期

泌乳前期についで乳飼比費に貢献

乳牛の体調も安定期である

泌乳後期 200日以降

泌乳期が長く成ればなるほど乳飼比

が高くなり、粗利益マイナスとなる。

乾乳期

次乳期のための

投資期間

平均搾乳日数 180日
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　図３（健康な牛）と図４（病気と不快の牛）のイラストを参考ください。

（引用：デーリィマン社　日本語版カウシグナルズ　チェックブック　乳牛の健康、生産、アニマルウェ
ルフェアに取り組む）

⑥重度の蹄病に罹患している。（写真１）
　＊治ることはありません。
⑦黄色ブドウ球菌（SA）感染牛
　＊治ることはなく、感染源としてのリスクが高いです。
⑧乳房底面が飛節より低い
　＊元にはもどりません。（写真２）
⑨乳房炎で３本乳の牛
　＊将来的経済的効果はありません。（写真３）
⑩尻高（座骨が腰角より上）ハイピンの牛

　肛門・陰部が斜め上向きのため「尿膣」にな
りやすい。（写真４・５）

　①から⑤まで順番に検証し、多くのポイントが
重なる廃用牛候補を選定し、⑥～⑩の項目から牛
を見て、廃用牛と廃用予定を決めます。
まとめ
　毎年、暑熱ストレスはゴールデンウィーク明け
から起こっています。真夏になる前に、図４の「病
気と不快の牛」のような状態のまま、真夏の暑熱
ストレスを迎えると、図３の「健康な牛」に戻る
ことはありません。
　夏時期の乾乳牛や分娩牛は特に暑熱ストレスを受けや
すく、分娩事故が増えます。夏時期は受胎数が減り、気
候が落ち着く11月以降から受胎数が増えていく傾向にあ
ります。その結果、次の夏時期の分娩牛が増え、分娩が
毎年夏時期に偏り、年間の泌乳サイクルでも夏分娩が増
え、さらに暑熱リスクにさらされる牛の頭数が増えてし
まう「負のサイクル」となります。この「負のサイクル」を少しでも回避するために経済的廃用候補牛
選定を行い、月別の分娩頭数の平準化を目指し、精鋭牛群に作り替えて「負のサイクル」からの脱却す
る事を提案します。
　ご相談は、「経済的廃用候補牛の選定」と「導入計画」は、おからく本所流通課担当者及び全酪連担
当者までご相談ください。

図３ 図４

写真１

写真４

写真２ 写真３
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中
四
国
事
務
所
職
員
紹
介

中
四
国
事
務
所
長
　
阿
部
真
之
介

　

日
頃
よ
り

大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
暑

い
日
が
長
く

続
い
て
お
り

ま
す
。
生
産
者
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
体
に
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

　

今
回
は
全
酪
連
中
四
国
事
務
所
職
員
の

紹
介
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
８
月
人
事
に
て
事
務
所
長

を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
酪
農
情
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
組
合
役
職
員
、
関
係
者
の
皆
様
と
一

緒
に
一
生
懸
命
、
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
弊
会
職
員
一
同

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
山
県
担
当
（
備
南
事
務
所
駐
在
）

大
畠
　
達
夫

　

長
く
岡
山
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今

年
は
雨
の
降

り
方
の
極
端

さ
や
暑
さ
な

ど
記
憶
に
な

い
よ
う
な
夏

岡
山
県
担
当
（
津
山
・
勝
英
・
蒜
山
）

澤
田
　
　
茜

　

大
変
お
世

話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

令
和
６
年
８

月
付
で
中
四

国
事
務
所
に

異
動
と
な
り
ま
し
た
澤
田
茜
と
申
し
ま

す
。
以
前
ま
で
、
酪
農
技
術
研
究
所
の
若

齢
預
託
矢
吹
牧
場
に
て
預
託
牛
の
哺
育
を

担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

推
進
業
務
に
関
し
て
は
、
初
め
て
と
な

り
ま
す
。
至
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

岡
山
県
担
当
（
び
ほ
く
・
西
大
寺
）

伊
藤
　
舞
優

　

い
つ
も
大

変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り

ま
す
。
岡
山

に
来
て
早
く

も
２
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
１
年
間
で
は
、
多
く

の
方
々
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
知
識
も
経
験
も
未
熟
な
私

を
牛
舎
で
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
迎
え
ら

れ
る
側
か
ら
相
談
で
き
る
頼
れ
る
パ
ー
ト

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
先
ず
は
皆
様
ご
自

愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

厳
し
い
畜
産
情
勢
の
中
、
県
内
は
も
ち

ろ
ん
大
阪
支
所
管
内
に
お
い
て
も
畜
産
農

家
の
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
未
熟
か
つ
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

岡
山
県
担
当
（
津
山
・
勝
英
・
蒜
山
）

伊
藤
　
湧
也

　

平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
秋
風
が

吹
く
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た

が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

皆
様
、
体
調
に
は
お
気
を
付
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
岡
山
県
北
部
を
担
当
し
て

早
い
も
の
で
６
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
、
組
合
職
員
、
関
係
者
の

皆
様
に
日
々
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら

お
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
酪
農
経
営
が

豊
か
な
も
の
に
な
る
た
め
に
有
益
な
情
報

発
信
を
心
が
け
て
尽
力
い
た
し
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ナ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
山
県
担
当
（
び
ほ
く
・
西
大
寺
）

永
野
　
由
美

　

今
年
度
全

酪
連
に
入
会

い
た
し
ま
し

た
、
新
入
職

員
の
永
野
由

美
と
申
し
ま

す
。

　

酪
農
大
学
校
で
の
研
修
を
経
て
６
月
下

旬
よ
り
中
四
国
事
務
所
に
仮
配
属
と
な
り

ま
し
た
。

　

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
石
川
　
光
宏

　

令
和
６
年

４
月
１
日
よ

り
中
四
国
事

務
所
で
勤
務

し
て
い
ま

す
。
以
前
は

工
場
に
い
ま
し
た
。

　

酪
農
だ
け
で
な
く
、
畜
産
業
界
全
体
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、
微
力

な
が
ら
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
10
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
　
畜
産
研
究
所

　

10
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
は

急
遽
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い

ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
11
月

15
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　シヤーロツト　ビゲロ　シヤルル　シヤーレツテイ　ＥＴ
登録番号：13909  7302  8
北海道導入牛の孫、産乳成分に優れる

10／10

♂：レツチワース（550H16110）
ヤング米国４位相当、産乳成分・体系ともに優
れる

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2702

2466

261

1%

1%

31%

73% -25

141729
1%

4%
74005

0
20
40
60
80

100

交配精液は、長命連産事業対象（＠6,000円以内）です。
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせいただくか、農林水産省のホームページをご覧ください。
在庫卵情報

採卵牛 総合指数（順位） 系統 個体識別番号 種雄牛 性※ 保存※※ 在庫数
シヤルル 2702 １％ シヤーレツテイ 1390973028 バーグーン（♀） 507H16163 判別♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ガラス化 4

キルア 2628 １％ キヤロツトＫ 1354972012 パースーツ（♀） 777H11186 判別♀ ガラス化 1

　 選別精液♀ ガラス化 3

キズナ 2537 １％ チヤシテイ 1509873652 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

キキ 2514 １％ キヤロツトＫ 1390973127 ハイプレシヤス（♀）JP61137 判別♀ ガラス化 2

ゼツト 2363 １％ ルドジツプ 1600872127 トツプシヨツト（♀）11H11779 選別精液♀ ガラス化 3

キヤシー 2344 １％ チヤシテイ 1607272593 キヤプテン（♀） 551H4119 選別精液♀ ガラス化 6

プクリン 2237 ２％ ペニア 1395174048 マグナム（♀） 507H15839 選別精液♀ ダイレクト 6

キヤスト 2136 ２％ チヤシテイ 1354972036 デデイケート（♀） 551H3590 選別精液♀ ダイレクト 6
（追加）

ラビー 2044 ３％ ラベール 1600872271 フロストバイト（♀）7H15821 選別精液♀ ガラス化 3

ボラーレ 1918 ４％ ボンビ 1379523800 タヒチ（♀） 7H14229 判別♀ ガラス化 1

　 レネゲード（♀） 550H14134 選別精液♀ ガラス化 3

プリン 1774 ６％ ペニア 1536996850 パースーツ（♀） 777H11186 判別♀ ガラス化 2

　 選別精液♀ ガラス化 3

キアリス 1731 ７％ キヤロツトＫ 1407270799 フロストバイト（♀）7H15821 判別♀ ガラス化 1

アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 12

キヤリー 1661 ９％ チヤシテイ 1546371500 アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 6

ヒリジツト 1361 18％ ヒラリー 1378071203 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

※判別♀：受精卵を性判別、選別精液♀：性選別精液使用・卵の性判別無し
※※ガラス化：畜産研究所で融解、ダイレクト：移植時に融解移植
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加
茂
料
理
講
習
会

　

７
月
25
日
、
津
山
市
加
茂
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、「
ふ
れ
あ
い
料
理
倶
楽
部
」
の

方
を
対
象
に
、
牛
乳
を
使
っ
た
料
理
講
習

会
を
津
山
地
区
酪
農
女
性
部
に
お
手
伝
い

い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
料
理
倶
楽
部
」
で
は
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
毎
月
１
回

料
理
を
作
り
、
互
い
に
交
流
を
深
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
７
月
に
講
師
依
頼
が
あ

り
、
牛
乳
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
冷
や
し
サ
ラ
ダ
麺　

梅
ミ

ル
ク
め
ん
つ
ゆ
」「
じ
ゃ
が
い
も
と
切
り

干
し
の
鶏
そ
ぼ
ろ
煮
」「
ふ
ん
わ
り
ミ
ル

ク
つ
く
ね
」「
豆
腐
と
か
に
か
ま
の
み
る

く
煮
」「
ミ
ル
ク
水
よ
う
か
ん
」
の
５
品

を
作
り
ま
し
た
。

　
「
冷
や
し
サ
ラ
ダ
麺　

梅
ミ
ル
ク
め
ん

つ
ゆ
」
は
、
夏
の
定
番
そ
う
め
ん
に
好
き

な
夏
野
菜
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、
梅
の
酸
味

と
ミ
ル
ク
の
ま
ろ
や
か
さ
が
絶
妙
の
め
ん

つ
ゆ
で
ヘ
ル
シ
ー
な
サ
ラ
ダ
麺
に
仕
上
げ

い
た
け
ど
、全
部
違
っ
た
味
で
お
い
し
い
」

「
水
よ
う
か
ん
は
い
た
だ
き
物
で
よ
く
食

べ
る
。
自
分
で
も
簡
単
に
作
れ
て
、
牛
乳

を
入
れ
る
と
綺
麗
な
色
に
な
っ
た
。
自
宅

で
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
感
想
が
聞
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、今
回
は【
山
陽
放
送　

笑
味
ち
ゃ

ん
天
気
予
報
】
の
取
材
が
あ
り
、
津
山
地

区
女
性
部
の
藤
木
一
予
さ
ん
は
「
牛
乳
を

使
っ
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
で
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
。講
習
会
を
き
っ
か
け
に〝
牛

乳
を
飲
も
う
！
〟〝
牛
乳
を
使
っ
て
料
理

ま
し
た
。

　
「
じ
ゃ
が
い
も
と
切
り
干

し
の
鶏
そ
ぼ
ろ
煮
」
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な
切
り
干

し
大
根
を
使
い
、
じ
ゃ
が
い

も
・
鶏
ひ
き
肉
と
一
緒
に
牛

乳
と
め
ん
つ
ゆ
で
甘
み
と
コ

ク
を
出
し
て
煮
含
め
ま
し

た
。
副
菜
に
も
お
つ
ま
み
に

も
、
お
弁
当
の
お
か
ず
に
も

お
す
す
め
で
す
。

　
「
ふ
ん
わ
り
ミ
ル
ク
つ
く

ね
」
は
牛
乳
を
入
れ
る
こ
と

で
癖
が
抜
け
、
冷
め
て
も
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
照

り
焼
き
風
の
た
れ
に
も
牛
乳

を
加
え
、
ま
ろ
や
か
な
味
に

仕
上
げ
ま
し
た
。
み
じ
ん
切

り
の
え
の
き
た
け
が
入
る
こ

と
で
食
感
も
楽
し
め
ま
す
。

　
「
豆
腐
と
か
に
か
ま
の
み

る
く
煮
」
は
、
と
ろ
み
の
あ

る
あ
ん
と
柔
ら
か
い
豆
腐
が

ホ
ッ
と
す
る
中
華
風
の
煮
物

で
す
。

　
「
ミ
ル
ク
水
よ
う
か
ん
」

は
、
牛
乳
を
入
れ
る
こ
と
で

水
よ
う
か
ん
に
コ
ク
と
ミ
ル

キ
ー
さ
を
プ
ラ
ス
し
ま
し

た
。
甘
す
ぎ
な
い
の
で
夏
の

お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
に
な
っ
て
い
た
試
食
を
再

開
し
ま
し
た
。
大
勢
で
の
試

食
は
賑
や
か
で
楽
し
く
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
お
い
し
そ

う
に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。「
全
部
の
料
理
に
牛
乳

を
入
れ
た
か
ら
、
似
た
よ
う

な
味
に
な
る
の
か
と
思
っ
て

を
し
て
み
よ
う
〟
と
感
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
お
話
し
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て

牛
乳
の
消
費
拡
大
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

牛
乳
に
は
熱
中
症
を
予
防
す
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
牛
乳
を
飲
ん

で
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

レ
シ
ピ
は
、
生
乳
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

（
生
乳
課
）

料理風景

牛乳乳製品を使った料理の数々
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８
月
３
日
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
主
催
の

「
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
㈱
本
社
工
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

備
前
地
区
青
年
部
・
女
性
部
が
協
力

し
、
一
般
消
費
者
１
２
０
名
の
方
に
、
牛

乳
の
生
産
・
製
造
・
販
売
の
工
程
を
経
験

し
て
も
ら
い
、
牛
乳
が
食
卓
に
届
く
ま
で

の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

生
産
ブ
ー
ス
で
は
、
備
前
地
区
青
年
部

員
の
指
導
の
下
、
模
擬
搾
乳
牛
を
使
っ
て

の
搾
乳
体
験
や
牛
の
体
の
仕
組
み
や
実
際

の
飼
料
な
ど
を
見
学
、
製
造
ブ
ー
ス
で

は
、
工
場
内
の
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学
後
、

　

８
月
７
日
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
に

合
わ
せ
て「
び
ほ
く
青
年
部
視
察
研
修（
家

族
親
睦
会
）」
が
タ
カ
ナ
シ
乳
業
㈱
岡
山

工
場
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
が
夏
休
み
と
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
含
め
総
勢
16
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

タ
カ
ナ
シ
乳
業
㈱　

野
田
係
長
よ
り
製

品
ま
た
工
場
等
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

場
内
で
は
、
集
乳
車
の
受
乳
場
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差

し
で
見
学
さ
れ
、
自
分
た
ち
が
絞
っ
た
牛

乳
が
製
品
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
以
上
に

牛
舎
の
環
境
、
搾
乳
時
の
衛
生
管
理
を
徹

風
味
検
査
と
し
て
３
種
類
の
牛
乳
（
低
脂

肪
乳
・
成
分
無
調
整
乳
・
加
工
乳
）
の
飲

み
比
べ
、
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
工
場
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
た
商
品
陳
列
棚
に
、
出
来

上
が
っ
た
商
品
を
陳
列
す
る
体
験
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
３
ブ
ー
ス
を
回
っ
た
後

で
備
前
地
区
女
性
部
員
に
よ
る
手
作
り
の

「
牛
乳
も
ち
」・「
ラ
ッ
シ
ー
」
が
振
舞
わ

れ
、
消
費
者
か
ら
は
「
お
い
し
い
」
と
お

代
わ
り
を
す
る
方
が
相
次
ぎ
、
大
好
評
で

し
た
。

　

夏
休
み
中
の
親
子
体
験
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聞

い
て
く
る
方
、
模
擬
搾
乳
牛
で
搾
乳
を
し

て
「
出
た
よ
！
」
と
喜
ぶ
方
、
風
味
検
査

で
牛
乳
の
種
類
を
当
て
た
方
・
当
て
ら
れ

な
か
っ
た
方
、
陳
列
体
験
を
一
生
懸
命
に

や
っ
て
い
た
方
な
ど
、
夏
の
思
い
出
の
一

つ
と
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

試
食
の
場
所
に
あ
っ
た
牛
型
の
掲
示
板

に
は
、「
暑
い
中
、
い
つ
も
牛
乳
を
作
っ

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」「
も
っ
と
牛

乳
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
、
う
れ

し
い
言
葉
ば
か
り
で
、
牛
乳
普
及
の
一
助

に
な
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
中
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
消
費
者

の
方
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
備
前
地
区
青

年
部
・
女
性
部
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（西

大
寺
事
務
所
）

底
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
再
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

見
学
終
了
後
は
、
北
海
道
牛
乳
と
岡
山

牛
乳
の
飲
み
比
べ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

味
の
濃
さ
や
風
味
を
真
剣
に
感
じ
と
っ
て

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
生
乳
の
出
荷
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
受
け
入
れ
検
査
は

ど
の
よ
う
な
検
査
し
て
い
る
の
か
、
受
け

入
れ
検
査
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
等
質

問
を
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
が
過

ご
せ
ま
し
た
。

　

タ
カ
ナ
シ
乳
業
㈱
様
に
は
、
お
忙
し
い

と
こ
ろ
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
び
ほ
く
事
務
所
）

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

び
ほ
く
青
年
部
視
察
研
修
会

搾乳体験のようす

説明を聞く参加者

工場内を見学しました
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８
月
23
日
、
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
は

県
議
会
議
長　

久
徳
大
輔
氏
、
副
議
長　

中
塚
周
一
氏
、
農
林
水
産
委
員
長　

大
橋

和
明
氏
、
農
林
水
産
副
委
員
長　

小
倉
博

氏
、
岡
山
県
畜
産
振
興
議
員
連
盟
会
長　

小
林
義
明
氏
に
対
し
、

「
県
内
酪
農
家
は
令
和
５
年
度
10
戸
、
令

和
６
年
度
７
月
ま
で
に
５
戸
の
廃
業
が
あ

り
、
現
在
は
１
４
９
戸
と
な
り
、
生
産
現

場
で
は
酪
農
家
の
点
在
化
に
よ
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
」

「
今
年
も
昨
年
に
匹
敵
す
る
猛
暑
・
酷
暑

で
災
害
級
の

暑
さ
に
襲
わ

れ
、
乳
牛
に

と
っ
て
も
作

業
す
る
酪
農

家
に
と
っ
て

も
厳
し
い
暑

さ
が
続
い
て

い
る
。
暑
熱
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
生
産
乳
量

は
こ
の
夏
も
急
激
に
減
少
し
、
伸
び
を
期

待
し
て
い
た
牛
乳
消
費
量
も
昨
年
を
下

回
っ
た
」

「
生
産
乳
量
が
減
る
。
暑
熱
に
よ
り
乳
牛

が
痛
む
。
生
産
現
場
の
厳
し
さ
に
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
る
」

「
酪
農
経
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
業
界
以
外
に
も
改
め
て
理
解
を

求
め
た
い
」
と
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

他
県
や
市
町
村
で
は
、
今
年
度
も
飼
料

価
格
高
騰
対
策
緊
急
支
援
事
業
（
令
和
６

年
４
月
以
降
）
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
岡
山
県
は
酪
農
（
全
国
10

位
）・
養
鶏（
採
卵
全
国
３
位
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー

全
国
11
位
）
な
ど
全
国
で
も
有
数
の
畜
産

県
で
す
。
岡
山
県
と
し
て
持
続
可
能
な
酪

農
を
推
進
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い

た
だ
き
、
再
度
持
続
的
酪
農
支
援
へ
の
予

算
拡
充
、
上
限
金
額
の
引
き
上
げ
の
検
討

を
お
願
い
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
）

岡
山
県
議
会
へ
支
援
を
要
請

現状の説明と支援の要請を行いました

岡山県議会へ支援要請

★材　料（４人分）
　牛乳……………………200㎖
　バター…………………20ｇ
　薄力粉…………………20ｇ
　コンソメ顆粒…………小さじ1/2
　Ａ　塩…………………小さじ1/4　　　こしょう…………少々
　合いびき肉……………400ｇ
　Ｂ　塩…………………少々　　　こしょう…………少々
　ベビーリーフ…………40ｇ
　レモン…………………20ｇ
　ケチャップ（Ａ）………大さじ１
　マスタード……………小さじ１
　ナツメグ………………小さじ１
　揚げ油…………………適量
　小麦粉…………………適量
　溶き卵…………………適量
　パン粉…………………適量
【ソース】
　　　ケチャップ（Ｂ）…大さじ１
　①　ウスターソース…大さじ１
　　　砂糖………………少々
　　　マスタード………小さじ１
　②　マヨネーズ………小さじ１
　　　ヨーグルト………小さじ１

スコッチエッグ風ホワイトソースのひき肉包み

令和5年度「牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会」優良賞
岡山県立岡山南高等学校2年　南　愛奈さんのアイデアレシピ

★作り方
①フライパンにバターを溶かし、薄力粉を入れ、ひとま
とめにする。
②牛乳を少量ずつ加え、とろみがつくまで混ぜ、冷まし
ておく。
③コンソメ顆粒・Ａの塩、こしょうを加えて味をととの
える。
④合いびき肉にＢの塩、こしょう、ナツメグ、ケチャッ
プ（Ａ）、マスタードを加えて粘り気が出るまで混ぜ
る。。
⑤全体を４等分にし、ラップの上に1/4の肉ダネを広
げる。
⑥真ん中にホワイトソースをのせて、優しく包む。
⑦小麦粉→溶き卵→パン粉の順につける。
⑧160℃の油で７～８分揚げる。
⑨ケチャップ（Ｂ）、ウスターソース、砂糖を混ぜて
ソース①を作る。マスタード、マヨネーズ、ヨーグル
トを混ぜてソース②を作る。
⑩ベビーリーフ、レモン、⑨を盛りつけて完成。
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酪
大
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修

小
原
も
も
こ
（
総
務
部
経
理
課
）

　

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
研
修
に
参
加
し
、
酪
農
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
は
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
牧
場
実
習
も

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
す
る
前
は
と

て
も
不
安
で
し
た
。で
す
が
、体
験
後
は
、

座
学
だ
け
で
は
学
び
き
れ
な
い
多
く
の
発

見
や
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
に
ち
が
経
つ
に
つ
れ
不
安
な
気
持
ち
か

ら
「
こ
の
研
修
で
吸
収
で
き
る
こ
と
は
全

て
吸
収
し
て
帰
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
牛
の
近
く
に
行
き
、
目
の
前
に

す
る
と
思
い
の
ほ
か
大
き
く
て
怖
い
と
い

う
印
象
で
し
た
。
元
々
動
物
が
好
き
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
触
っ
た
り
す
る
こ
と
は

平
気
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
し
た

が
、
牛
の
世
話
を
す
る
た
め
近
づ
い
て
み

る
と
迫
力
の
す
ご
さ
に
怖
気
づ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
大
き
な
牛
を
何
頭
も
相
手
に

仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
の
大
変
さ
を
知

り
ま
し
た
。

　

私
は
、
研
修
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

「
酪
農
を
知
る
」
と
い
う
目
標
を
立
て
、

こ
の
研
修
に
挑
み
ま
し
た
。
酪
農
を
知
る

こ
と
で
今
の
業
務
へ
の
意
欲
が
も
っ
と
高

ま
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

座
学
で
は
、
搾
乳
理
論
を
は
じ
め
と
し
た

酪
農
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
び
、
牧
場
実

習
で
は
搾
乳
や
餌
や
り
、
糞
尿
処
理
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
朝
は
早
く
、
夜
も
遅

く
、
す
ご
く
重
労
働
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
行
う
と
い
う
こ
と

は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と
身
を
も
っ
て

痛
感
し
ま
し
た
。「
酪
農
を
知
る
」
を
目

標
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
知
る
だ
け
で
は

な
く
、知
っ
た
上
で
「
酪
農
を
理
解
す
る
」

と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
気
づ
き

ま
し
た
。
酪
農
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
酪
農
家
の
方
を
を
理
解
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

５
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、

日
々
の
計
り
知
れ
な
い
努
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
酪
農
と
い
う
職
業
は
成
り
立
っ
て
い

る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
研
修
を
経
て

牛
乳
や
乳
製
品
は
【
牛
】
そ
れ
か
ら
【
牛

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
人
】
が
い
る
か
ら

こ
そ
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
受
け
る
ま
で
は
、
私
も
一

消
費
者
と
し
て
何
気
な
く
牛
乳
を
買
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
消
費
者
が
見
る
こ

と
の
な
い
苦
労
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
当
た

り
前
に
売
り
場
で
牛
乳
や
乳
製
品
が
買
え

て
い
る
と
い
う
事
実
を
忘
れ
な
い
よ
う
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の
皆
様
方
を

は
じ
め
、
周
り
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

早
水
　
美
樹
（
総
務
部
総
務
経
理
課
）

　

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
で
５
日
間

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
講

義
と
実
習
が
あ
り
、
講
義
で
は
搾
乳
理

論
、飼
養
管
理
学
、飼
料
作
物
、飼
料
学
、

飼
養
管
理
演
習
、
家
畜
繁
殖
学
、
家
畜
衛

生
、酪
農
基
礎
学
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

酪
農
に
関
し
て
全
く
知
識
が
な
く
驚
く

こ
と
が
多
く
楽
し
く
講
義
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
第
１
牧
場
と
第
２
牧
場
で

の
作
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
１
牧
場
で
は
、
主
に
牧
場
の
餌
や
り

や
除
糞
、
搾
乳
と
哺
育
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
前
搾
り
か
ら
ミ
ル
カ
ー
を
装
着
す

る
作
業
で
牛
の
足
が
乳
で
見
え
に
く
く
、

か
が
ん
だ
状
態
で
の
作
業
は
負
担
が
す
ご

く
、
こ
の
大
変
な
作
業
を
毎
日
行
っ
て
い

る
酪
農
家
の
方
は
す
ご
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

哺
育
で
は
、
前
の
餌
を
取
り
除
く
際
に

子
牛
が
腕
を
吸
っ
て
き
た
こ
と
が
思
っ
た

以
上
に
強
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

第
２
牧
場
で
は
、
搾
乳
や
牛
追
い
、
除

糞
や
オ
ガ
を
敷
く
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
搾
り
等
は
、
第
１
牧
場
よ
り
や
り
や

す
く
感
じ
ま
し
た
が
、
牛
を
パ
ー
ラ
ー
ま

で
移
動
さ
せ
た
り
、
牛
が
い
な
い
間
に
除

糞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
と
ま
た

違
う
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

講
義
や
実
習
を
通
じ
て
酪
農
家
の
方
た

ち
が
ど
れ
だ
け
手
間
を
か
け
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

坂
本
　
彩
花
（
総
務
部
経
営
支
援
課
）

　

私
は
酪
農
家
の
仕
事
に
対
し
、
牛
を
飼

い
牛
乳
を
販
売
す
る
と
い
う
漠
然
と
し
た

考
え
し
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

か
ら
く
へ
入
組
後
、
実
際
の
酪
農
家
の
仕

事
を
目
の
当
た
り
に
し
、
考
え
て
い
た
よ

り
は
る
か
に
過
酷
な
仕
事
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
実
際
の
作
業
体
験
や

酪
農
の
知
識
を
深
め
、
農
家
目
線
で
酪
農

経
営
を
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
、
今
回

の
研
修
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
、
講
義
で
搾
乳
理
論
を
学
び

ま
し
た
。
搾
乳
の
手
順
や
な
ぜ
前
搾
り
が

必
要
な
の
か
を
模
型
に
触
れ
な
が
ら
教
わ

り
ま
し
た
。
実
際
の
搾
乳
で
は
、
最
初
に

乳
頭
の
汚
れ
を
払
い
、
前
搾
り
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
際
、
カ
ッ
プ
に
「
ブ
ツ
」
と

呼
ば
れ
る
乳
塊
が
な
い
か
を
必
ず
チ
ェ
ッ

ク
し
、
乳
房
炎
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
亜

塩
素
酸
に
つ
け
た
タ
オ
ル
で
乳
頭
の
汚
れ

を
拭
き
取
り
、
ミ
ル
カ
ー
を
装
着
し
ま
し

た
。
治
療
中
の
牛
は
搾
乳
禁
止
、
盲
乳
の

牛
は
ミ
ル
カ
ー
の
設
定
を
変
更
す
る
な
ど

牛
個
々
に
注
意
す
る
点
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
前
搾
り
や
ミ
ル
カ
ー
装
着
な

ど
は
屈
ん
だ
状
態
で
作
業
を
す
る
た
め
、
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身
体
的
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

哺
乳
実
習
で
は
子
牛
の
哺
乳
給
与
を
体

験
し
ま
し
た
。
吸
啜
が
難
し
い
子
牛
の
顎

を
下
か
ら
支
え
て
固
定
し
、
哺
乳
瓶
の
角

度
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
慎
重
に
計
り
な
が
ら

行
い
ま
し
た
。
実
際
に
体
験
し
て
、
子
牛

の
吸
啜
の
強
さ
に
驚
い
た
と
同
時
に
誤
嚥

を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
緊
張
感
も
感
じ
ま
し
た
。
第
一

牧
場
・
第
二
牧
場
共
に
子
牛
に
感
染
病
が

発
症
し
な
い
よ
う
哺
乳
で
使
用
し
た
器
具

忘
れ
て
し
ま
う
。
体
に
染
み
込
ま
せ
る
と

い
ざ
と
い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
」
と
先
生
か
ら
教
わ
り
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
だ
け
で
は
な
く
、
何
事
も
日
々
の
積
み

重
ね
が
大
切
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

飼
料
に
も
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
栄

養
素
や
収
穫
時
期
が
違
う
こ
と
、
牛
は
約

２
８
０
日
の
妊
娠
期
間
を
経
て
分
娩
を
す

る
こ
と
、
出
産
後
乳
量
が
増
加
し
そ
し
て

徐
々
に
減
っ
て
い
く
こ
と
、
乳
が
出
て
い

る
期
間
で
も
妊
娠
で
き
る
こ
と
、
繁
殖
を

改
善
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
、
乳

量
が
１
産
よ
り
２
産
、
２
産
よ
り
３
産
、

３
産
よ
り
４
産
と
多
く
な
る
こ
と
な
ど
と

て
も
多
く
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
習
に
関
し
て
も
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の
先
生
並

び
に
学
生
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
研
修
で
得
た
知
識
と
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
業
務
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
鴨
　
真
琴
（
津
山
事
務
所
）

　

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
に
て
、
酪
農

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
５
日
間
の
研
修
で
は
講
義
と

牧
場
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
に
つ
い

て
幅
広
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
基
礎
と
な

は
消
毒
液
に
つ
け
る
な
ど
衛
生
管
理
を
徹

底
し
て
い
ま
し
た
。

　

飼
料
管
理
の
講
義
で
は
た
だ
飼
料
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
牛
の
状
態
や
タ
イ
ミ
ン

グ
、
配
分
量
、
種
類
な
ど
を
考
え
な
が
ら

給
餌
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実

際
に
、
一
種
類
の
餌
を
与
え
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
何
種
類
も
の
餌

を
決
ま
っ
た
順
番
に
与
え
ま
し
た
。
牛
が

健
康
で
あ
り
な
が
ら
乳
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
、
給
餌
を
体
験
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
少
し
で
も
酪
農
家

の
負
担
を
減
ら
し
、
効
率
良
く
楽
し
い
酪

農
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
が
強
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
思
い
を
日
々
の
業
務
に
生

か
し
、
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

学
生
、
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

生
産
支
援
課
　
松
尾
　
聡
子

　

７
月
17
日
か
ら
５
日
間
の
酪
農
フ
ィ
ー

ル
ド
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
牧
場
実
習
16
時
間
、
搾
乳
、
飼
養
管

理
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
飼
料
、
繫
殖
、
衛

生
、
酪
農
業
の
現
状
な
ど
酪
農
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
牧
場
と
座
学
で
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
講
義
は
、

実
際
に
牛
を
つ
か
っ
て
結
び
方
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
講
義
で

す
。
ま
ず
、
柵
に
ロ
ー
プ
を
結
ぶ
練
習
を

行
い
ま
し
た
が
、
簡
単
そ
う
に
見
え
て
難

し
く
、
何
度
も
先
生
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
や
っ
と
柵
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
実
際
に
牛
を
縛
る
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
も
た
つ
い
て
い
る
と
牛
が
移
動
し
て

し
ま
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
縛
る
こ
と
が
で
き

ず
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。
何
度
か

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
成
功
す
る
と
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。「
一
度
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
練
習
し
な
い
と

研修風景
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
当
初
の
目

的
で
あ
る
農
家
目
線
に
立

ち
、
酪
農
業
を
知
る
こ
と
に

つ
い
て
、
無
知
で
あ
っ
た
部

分
の
知
識
が
つ
き
と
て
も
有

意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し

た
。

　

講
義
か
ら
、
酪
農
家
は
物

価
上
昇
な
ど
先
の
見
え
な
い

経
営
状
態
の
中
、
ど
の
よ
う

に
牛
を
飼
い
育
て
て
い
く
か

も
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
牛
の
知
識
だ
け

で
な
く
経
済
や
環
境
、
そ
の

他
多
く
の
知
識
が
必
要
と
な

り
、
酪
農
経
営
の
大
変
さ
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
酪
農
は
行
動
力
、
忍
耐

力
が
不
可
欠
で
誰
に
で
も
で

き
る
仕
事
で
は
な
い
と
思
い
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る
知
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
実
際
に
牛
舎
に
行
き
、
牛

に
触
れ
て
作
業
を
し
て
、
牛
の
扱
い
方
や

牛
舎
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

搾
乳
を
し
て
エ
サ
を
あ
げ
て
と
表
面
上

で
は
そ
れ
だ
け
に
見
え
て
い
ま
し
た
が
、

も
っ
と
も
っ
と
奥
が
深
く
た
く
さ
ん
の
作

業
が
あ
り
、
早
朝
と
夜
作
業
を
さ
れ
て
い

る
酪
農
家
の
方
の
大
変
さ
を
少
し
の
期
間

だ
け
で
も
感
じ
、
全
く
知
る
こ
と
の
な

　

講
義
の
内
容
は
、
牛
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
、
搾
乳
理
論
、
飼
養
管
理
、
繁
殖
、
牛

舎
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
今
ま
で

漠
然
と
し
か
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
内

容
に
つ
い
て
の
講
義
内
容
だ
っ
た
の
で
と

て
も
勉
強
に
な
り
、
理
解
を
深
め
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
繋
ぎ
飼
い
の
第
一
牧
場
、

パ
ー
ラ
ー
の
第
二
牧
場
の
両
方
で
搾
乳
実

習
が
あ
り
ま
し
た
。
全
く
異
な
る
形
態
で

の
搾
乳
実
習
で
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
牛
舎

で
も
搾
乳
手
順
が
明
確
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

さ
れ
て
い
て
、
搾
乳
す
る
人
が
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

他
に
は
両
牧
場
と
も
餌
の
準
備
や
牛
床
の

掃
除
、
餌
寄
せ
を
行
い
ま
し
た
。
日
々
の

牛
舎
作
業
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
目
を

向
け
、
牛
の
変
化
に
気
を
配
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
異
常
乳
の

発
見
や
発
情
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
に
つ
な

が
り
、
ま
た
、
日
々
の
気
づ
き
は
結
果
的

に
安
定
し
た
経
営
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

１
日
の
牛
舎
作
業
の
中
で
搾
乳
、
餌
の
準

備
、
牛
床
の
清
掃
、
子
牛
の
世
話
、
繁
殖

な
ど
酪
農
家
の
方
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
を
終
え
て
、
一
部
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
酪
農
家
の
方
が
日
々
ど
の

よ
う
な
作
業
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
講
義
を
通
じ
て
牛
の
生
態
、
牛
舎
環

境
、
酪
農
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
短
い
期

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き

か
っ
た
酪
農
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の

業
務
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
国
四
国
酪

農
大
学
校
の
先
生
や
学
生
の
方
々
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

児
玉
将
竜
郎
（
蒜
山
事
務
所
）

　

今
回
６
日
間
の
日
程
で
中
国
四
国
酪
農

ま
し
た
。

　

酪
農
家
の
方
は
３
６
５
日
毎
日
休
み
な

く
牛
と
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
組
合
職
員
と
し
て
、
皆
様
の
お
力
に
な

れ
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

後列左から　松尾・坂本・小原
前列左から　児玉・菱川校長・早水・小鴨

大
学
校
へ
酪
農
フ
ィ
ー
ル
ド

研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
普
段
な
か
な
か
で
き
な

い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
業
務
へ
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
研
修
内
容
で

し
た
。

　

お
か
ら
く
に
勤
め
始
め
、

10
ヶ
月
程
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
酪

農
に
関
す
る
知
識
が
広
く
浅

く
漠
然
と
し
て
い
て
決
し
て

詳
し
い
も
の
で
は
な
い
私
に

と
っ
て
日
々
の
業
務
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
今
回
の
研
修
で
は
講
義

と
実
習
の
２
つ
を
通
じ
て
酪

農
家
の
方
々
が
普
段
ど
の
よ

う
な
作
業
を
さ
れ
て
い
る
の

か
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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事

報

理

会

告

　

７
月
31
日
、
第
２
８
８
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
６
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
減
口
の
申
込
に
つ
い
て

　

減
資
申
し
込
み
が
１
件
あ
り
、
酪
農
中

止
に
よ
る
出
資
減
口
の
申
し
込
み
の
た

め
、
や
む
な
く
承
認
し
た
。

○
き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
の
対
応
に
つ

い
て

　

き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
の
回
答
に
つ

い
て
協
議
し
、
き
び
じ
酪
農
運
輸
と
再
度

交
渉
の
上
、
次
回
理
事
会
に
報
告
す
る
こ

と
と
し
た
。

○
全
戸
巡
回
の
留
意
事
項

　

全
戸
巡
回
の
留
意
事
項
の
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
金
の
改
定
及
び
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
金
の
改
定
及
び
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
内
容
を
協
議
し
、

ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
金
の
改
定
及
び
規
約
の

変
更
を
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

第
１
四
半
期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い

て
、
第
１
四
半
期
の
監
査
日
程
に
つ
い

て
、
県
畜
産
共
進
会
に
つ
い
て
、
組
合
員

数
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

皆
様
は
、
今
年
開
催
さ
れ
た
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
私
は
妻
と
２
人
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
食
い
つ
く
よ
う
に
見
て

い
ま
し
た
。
２
人
と
も
経
験
者
で
は
な

い
の
で
す
が
、
声
を
出
し
な
が
ら
応
援

し
、
私
は
美
容
院
で
男
子
バ
レ
ー
の
西

田
選
手
み
た
い
な
髪
型
に
し
て
く
だ
さ

い
と
お
願
い
す
る
ほ
ど
夢
中
に
な
り
ま

し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
、
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年

か
ら
私
は
健
康
の
た
め
に
始
め
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
運
動
を
す
る
こ

と
で
す
。
中
学
生
の
時
か
ら
20
歳
ま
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
後
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
運
動
は
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
私
も
30
歳
を
過
ぎ
、
何
か
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
思
い
が
突
然

湧
い
て
出
て
き
て
、
勢
い
の
ま
ま
運
動

施
設
に
登
録
し
ま
し
た
。
通
い
始
め
る

前
は
、
そ
れ
で
も
バ
ス
ケ
し
て
い
た
か

ら
大
丈
夫
と
い
う
謎
の
自
信
だ
け
は
あ

り
ま
し
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
器
具
を

使
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
の
で
す
が
、

筋
肉
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
以
来
、
私
は
、
最
低
週
２
回
運

動
施
設
に
通
う
こ
と
と
、
毎
朝
プ
ロ
テ

イ
ン
を
飲
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
腹

圧
を
意
識
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
牛
乳

で
溶
い
た
プ
ロ
テ
イ
ン
を
飲
む
こ
と
を

続
け
て
半
年
、
以
前
と
比
べ
る
と
自
分

で
も
わ
か
る
く
ら
い
健
康
に
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
元
気
が
一
番
で

す
ね
。

元
気
が
一
番
！

津
山
事
務
所
　
兼
宗
　
修
平

愛用のシューズ
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生乳販売量（令和6年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和6年度）生乳販売量（令和5年度） 購買取扱数量（令和5年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

７

７
４～７

４～７
７

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５６０,７０８
２,３３３,９５７

７,１６４
３１,８９０
３２９,４２７

,

２８４,０８６
１,１３７,３３３

７,０２１
２９,５４７
６９,３３６

１３０,４３２
６１３,９８７

８１
１,９６６

１１８,４２１

１４６,１９０
５８２,５５４

６２
３７６

１４１,６７０

97.4 
99.3 
96.5 
99.4 
97.8 

95.6 
97.0 
96.8 
96.9 
90.2 

98.1 
102.0 
87.1 
160.6 
99.5 

100.4 
101.2 
81.6 
99.2 
100.5 

5,014
5,072

7,164

7,447

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
暑
熱
事
故
に
対
す
る
警
戒
感
か
ら
、
導
入

需
要
に
や
や
落
ち
着
き
が
出
た
こ
と
か
ら
、
平
均
価
格
は
税
込
43
万
３
千
円
（
前
月
比

１
万
４
千
円
安
・
前
年
比
１
万
３
千
円
高
）
と
回
復
基
調
で
推
移
し
た
。 

　

９
月
に
つ
い
て
は
、
秋
分
娩
が
出
回
り
の
中
心
と
な
り
、
猛
暑
の
影
響
も
緩
和
さ
れ

る
な
か
、
暑
熱
事
故
等
の
代
替
な
ど
一
定
の
更
新
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
相

場
は
強
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
９月

13日　おからく瀬戸内

ホルスタイン共進会

18日　蒜山地区乳牛共進会

20日　管理職会議

25日　牛乳・乳製品利用料理コンクール

書類審査会

30日　理事会

10月

１日　現物監査

　　　牛乳大好き絵画コンクール審査会

11日　岡山県畜産共進会（〜12日）

19日　牛乳・乳製品利用料理コンクール

岡山県大会

22日　管理職会議

30日　理事会
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